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研究背景研究背景研究背景

中心市街地整備改善活性化法が施行されて今年で３年。

４７０地区（４５８市区町村）

で基本計画が提出され、

活性化への取り組みが日本全国で行われている。

しかしながら、全国の基本計画の特徴を把握し、

類型化した研究はほとんど無い。



研究目的研究目的研究目的

これからの活性化に向けた活動への一助となる

ことを目的とする。

事業計画を基に全国の

中心市街地活性化基本計画を類型化

新しい基本計画の作成 全国での各地区の位置づけ



研究フロー研究フロー研究フロー

全国の中心市街地活性化基本計画の収集と

採用事業のデータ化

単純集計による事業採用傾向把握

主成分分析による事業採用の成分抽出

クラスター分析による事業採用パターンの分類



中心市街地活性化基本計画の概要中心市街地活性化基本計画の概要中心市街地活性化基本計画の概要

中心市街地整備改善活性化法

中心市街地活性化基本計画

市町村が活性化のためのプラン作成

国が用意した

１０６の事業メニュー

各市町村で

自由に選択して採用



データについてデータについてデータについて

採用事業データの抽出

１０６ある事業メニューを分野別に分類

中心市街地活性化基本計画（３８９地区）

　商業の魅力向上等（22）
　公益機能の導入等（11）
　様々な機能の受け皿づくり（7）
　イベント開催等（5）
　来訪者へのサービス向上や
　　観光資源開発（7）
　歩きやすい環境づくり（11）
　憩いの場づくり（4）

　中心市街地へのアクセス改善等（4）
　駐車場の整備等（7）
　公共交通の利便性向上（10）
　住む人を増やす（8）
　計画づくり（5）
　専門家派遣や
　　まちづくりの人材育成（5）



単純集計結果単純集計結果単純集計結果
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主成分分析による事業採用の成分抽出主成分分析による事業採用の成分抽出主成分分析による事業採用の成分抽出

事業採用数カウントデータ 構成比に変換して主成分分析

成分 
事業の分類項目 

1 2  3 4 5 6 

中心市街地へのアクセス改善等 

憩いの場づくり 

0.746 

0.717 

-0.315 

0.261 

-0.101  

0.056 

-0.055 

0.072 

-0.250 

0.122  

0.045 

-0.199  

来訪者へのサービス向上や観光資源開発 

様々な機能の受け皿づくり 

0.036 

0.044 

0.790 

-0.488 

0.065 

-0.188  

0.039 

0.371 

-0.113 

-0.302 

0.087 

0.138 

住む人を増やす 

公益機能の導入等 

駐車場の整備等 

0.042 

-0.290 

-0.617 

0.076 

-0.135 

-0.119 

0.704 

0.677 

-0.485  

0.092 

0.050 

0.173 

0.044  

0.033  

0.090  

0.009 

0.071 

-0.032  

イベント開催等 

公共交通の利便性向上  

-0.024 

-0.003 

0.268 

0.266 

-0.177  

-0.120  

-0.765 

0.715 

-0.005 

0.077  

0.178 

0.102 

歩きやすい環境づくり -0.060 -0.068 -0.054  0.050 0.936  -0.007  

専門家派遣やまちづくりの人材育成等 

商業の魅力向上等 

計画づくり 

-0.187 

-0.438 

-0.018 

0.086 

-0.127 

-0.349 

-0.045  

-0.197  

0.132 

0.005 

-0.062 

-0.078 

-0.091 

-0.423 

0.006  

0.743 

-0.617  

0.429 

固有値  1.419 1.361 1.349 1.297 1.262  1.234 

累積寄与率 10.9% 21.4% 31.8% 41.8% 51.5%  60.9% 

 

大規模アメニティ開発事業

観光拠点開発事業

交流人口増のための企画事業

小規模アメニティ開発事業

歩きやすい環境づくり事業

商業の企画と運営事業
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業 
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1 1.77213 -0.09664 0.58931 -0.10853 -0.18878 -0.03723 37 

2 0.00057 0.08006 0.09893 -0.11755 1.21517 -0.21391 85 

3 0.30620 -0.84836 -0.57780 0.62457 -0.39716 0.24105 65 

4 -0.72904 -0.35080 1.29432 0.14271 -0.20955 0.72557 51 

5 -0.21770 1.42070 -0.37269 1.10993 -0.42927 0.25215 42 

6 -0.28455 0.34925 -0.47790 -1.23227 -0.20507 0.34477 60 

7 -0.45148 -0.22082 -0.29264 -0.13365 -0.60139 -1.31406 49 

 

事業採用パターンの分類事業採用パターンの分類事業採用パターンの分類

◎  ○    

    ◎ △ 

 ▲ ▲ ○   

▲  ◎   ◎ 

 ◎ △ ◎ △  

   ▲  ○ 

△    ▲ ▲ 

 

アメニティ開発重視型

歩行空間重視計画軽視型

開発軽視・企画型

計画と小規模開発重視型

交流人口重視型
交流人口軽視・企画型

事業拡散型

各軸ごとの
因子得点の
平均値



総括総括総括

単純集計を行うことにより、事業の採用傾向を把握した

クラスター分析により、事業の採用パターンを

７つに類型化できた

主成分分析により、事業の採用傾向についての成分が

６つ抽出できた


